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〈今月の市民〉 

人 口／63 ,474 人（-49) 

男 ／29 ,792 人（-23) 

女 ／33 ,682 人（-26) 
世帯数／24,439世帯（-1) 

2月28日現在（前月比） 
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統
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功
労
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表
彰
式
が
二
月
二
十七
日
、
 

市
役
所
で
行わ
れ
、金
木
さ
な

ぶ
り
荒
馬
保
存
会
、相
内
民
俗

芸
能
保
存
会
の
二
団体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、平
山
市
長
が
「伝

統
文
化
を
重
ん
じる
心
が
さ
ら

に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
 

平
成
1
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度
五
所
川
原
市
伝
統
文
化
功
労
賞
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式
 

伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
・
発
展
に
 

功
績
の
あ
っ
た
2
団
体
が
受
賞
 

伝
統
文
化
功
労
賞
 

馬
保
存
会の
徳
田
長
弘
会
長
が
 

「受
賞
の
栄
誉
を
忘
れる
こ
と

な
く
大
き
な励
み
と
し
、今
後

も
伝
統
文
化
の
保
存
・
継承
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
 

市
の
各
地
域
にお
い
て
長
い

歴
史
と
独
自
の
風
土
に
培
わ
れ

て
き
た
伝
統文
化
の
保
存

・
継

承
、
発
展
に
功
労
の
あ
った
個

人
ま
た
は
団
体
を
顕彰
し
ま
す
。
 金木さなぶり荒馬保存会 

×一ー徐長 徳田長弘）ー ‘ 

～
、
 

す
」
と
式
辞
。
ま
た
、
受
賞
者
 

、
・・【
 

を
代
表
して
金
木さ
な
ぶ
り
荒
 
、・
・
 
ノ
 

昭和25年頃に会を創立。江戸時代から地域

に根ざし伝えられてきた「金木さなぶり荒馬

踊」を守り伝えようと活動。踊りは昭和56年

に青森県無形民俗文化財の指定を受ける。虫お

くりをはじめ各種まつりに参加し、福祉施設を

訪問して踊りを披露するほか、小学校へ指導に

出かけるなど若い世代への伝承にも尽力する。 

受賞の喜び（会長）光栄です。踊り好きが集ま

り私自身約40年、活動を続けてきました。今

後も郷土の歴史ある文化の継承に尽くしたい。 

昭和43年に会を設立。鎌倉時代末期に相内

地区で誕生し盆踊りとして伝承された「相内坊

様踊り」を伝統文化として守り伝えようと活動。 

各種イベントに出場したり福祉施設を訪間して

踊りを披露する。また、小学生をはじめ地区の

住民を対象とした講習会を開催し、古くから伝

わる民俗芸能の普及・継承に努めている。 

受賞の喜び（会長）相内に生まれ育ち、覚えた坊

様踊り。音頭を耳にすると体がじやわめぐ。今日

の喜びを忘れず、この宝なる踊りを継承したい。 
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虐
携
噂
大

切
に
 希
望
を
胸
」
新
た
む
迫
へ
歩
み
幽
ず
 

五
所
川
原
市
議
会
は
、
二
月
二
十
一
一

日
の
臨
時
会
で
、
議
長
に
斉
藤

一
郎
氏
、
 

副
議
長
に
三
潟
春
樹
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選

任
し
ま
し
た
。
 

議
 長
 
斉
藤
 
一
郎
 

副
議
長
 
三
潟
 

春
樹
 

助
役
を
選
任
す
る
 

第
二
回
定
例
会
三
月
一
日
の
本
会
議

で
、
山
田
晴
雄
氏
（
6
0歳
）
を
助
役
に

任
命
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で同
意
し

ま
し
た
。
 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
II
Iナ
ー
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
 

（
藤田
久
会
長
）
等
が
主
催
す
る
新
卒

者
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
I
I、
ナー
が
11
1
 

月
六
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川

原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
五
年
目

に
な
る
こ
の
セ
I
I、
ナー
は
、
西
北
五
地

域
の
高
校
を
今
春
卒
業
し地
元
就
職
す

る
方
を
対
象
に
無
料
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

参
加
し
た
八
十
三
人
は
、社
会
人
と

し
て
の
心
構
え
、
職
場
で
の
ル
ー
ル
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て

講
演
を
聴
い
た
ほ
か
、
フ
ォ
ー
ク
と
ナ

イ
フ
で
フ
レ
ン
チ
の
コ

ー
ス
料
理
を
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ー
ブ
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マ
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を
学
び
ま
し
た
。
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皿
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三
月
四
日
、
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
で
 

「わ
っ
歯
歯
コ
ー
ナ

ー
」
が
開
設
さ
れ
、
 

多
く
の
親
子
連
れ
が
歯
の
検
診
を
受
け
、
 

歯
磨
き
の
仕
方
を
学
ぶ
な
ど
、
健
康
な

歯
を
維
持
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
五
歯
科
医
師

会

（
工
藤
員裕
会
長
）
の
賛
同
を
得
て

平
成
十
二
年
か
ら毎
年
三
月
に
開
催
さ

れ
、
大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

工
藤
会
長
は
協
力
歯
科
医
と
し
て
、
 

「地
域
の
皆
さ
ん
の
虫
歯
や
歯
周
病
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
ま
た
、
早
期

発
見
・
受
診
に役
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

＠
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会
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協
議
会
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〇
湯
浅
駿
さ
ん
（
十
三
深
津
二
五
八
 

ー
一
）
廿
十
万
円
（
香典
の
一
部
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
働
く
婦
人
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家
へ

〇
働
く
婦
人
の
家
利
用
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会
（
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岡
み

よ
志
会
長
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（
フ
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ン
ヒ
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台
）
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会
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〇
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川
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口
ー
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省
吾
会
長
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万
円
。
 

市
内
中

学
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で
卒

業
式
 

三
月
四
日
と
六
日
、
市
内
七
校
の
4
1
 

学
校
で
卒
業
式
が行
わ
れ
、
六
百
六
十

一
人
が学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
 

各
校
の
式
で
は
、
校
長
か
ら
式
辞
、
 

在
校
生
か
ら
送
辞
が
あ
り
、
卒
業
生
代

表
は
三
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
心
を

込
め
て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
思
い
出
で胸
に
こ
み
上
げ
る
感
情

が
あ
り
、
涙
あ
ふ
れ
る
生
徒
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
 

式
後
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
同
士
わ
か
れ

が
た
い
様
子
で
語
り
合
い
、
や
が
て
、
 

希
望
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
道
へ

校
舎
を
あ
と
に
しま
し
た
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
佐
藤
責
さ
ん

（
弥生
町
四
）
【
百
万

円
（
福
祉
・
介
護

・
医療
関
係
へ
）
。
 

〇
医
療
法
人
白
生
会
胃
腸
病
院

（
工
藤

興
寿
理
事
長
）
n
寄
贈
（
防
犯
ベ
ル

五
百
七
十
個
、
新
入
学
児
童
の
登
下

校
時
の
防
犯
の
た
め
）
。
 

〇
子
ど
も
の
未
来
を
考え
る
出
版
社
開

北
水
（
片
山
育
子
代
表
取
締
役）
H
 

寄
贈
（
児
童
図
書
及
び絵
本
六
百
冊
、
 

市
浦
小
学
校
の
読
書
活
動
（
）
。
 



活力ある地域づくりへの新たな決意 

〇財政健全化計画策定の目的 

市では、昨年3月に策定した「五所川原市行政改革大綱」とその実施

計画ともいうべき「五所川原市集中改革プラン」に基づいて、行政改革

への各種取組を進めていますが、今後の財政見通しは依然として厳しく、 

このままでは、いわゆる財政再建団体に転落する危機にあることが明白

になりました。 

そこで、財政再建団体への転落回避を最優先課題とし、歳入の範囲内で必要な歳出を賄うい

わゆる収支均衡のとれた財政運営を行うとともに、不測の事態に対応し、かつ環境の変化に機 

● 動的・弾力的に対応できる行財政体質への転換を図るため、財政健全化計画を策定することと

したものです。 

〇財政健全化計画の期間 

財政健全化計画の期間は、平成19年度から平成23年度までの 5年間です。また、財政推計

の部分にあっては、毎年度の決算に応じて見直しを行い、必要が生ずれば、財政健全化計画の

期間及び取組方策等について、見直しを行っていくものとします。 

〇具体的な取組 

歳 入 

項 	目 内 	 容 

税の徴収対策 口座振替の加入促進、滞納者に対する納付相談等の強化など 

使用料・手数料の見直し 他団体との比較、維持管理経費との見合いによる使用料の見直し 

未利用財産の活用 積極的な情報公開による民間への売り払い又は貸し付け 

その他収入 
新たな受益者負担にっいても、受益と負担の原則に基づき妥当性

を検証した上で、その導入を検討 

歳 出 

項 	目 内 	 容 

人件費の抑制 新規採用の抑制、市長等特別職の給料及び職員の給与削減 

物件費の削減 旅費、消耗品費、通信運搬費及び備品購入費等の経費縮減 

維持修繕費の削減 
単価等の見直し、職員で出来るものは可能な限り職員が実施する
ことによる経費縮減。公の施設のあり方の検討 

補助金等の整理統合 
国・県の補助金が廃止された事業にっいては、原則廃止。市単独

補助金にっいては終期設定し、最終的には全廃。 

普通建設事業の見直し 
新規事業の抑制、現在実施中の事業の計画年限を延伸、 PF I手

法等民間の活力を活用による経費削減 

内部管理経費の見直し 前年度当初予算に対して、一律 10％の削減 

事務事業の整理合理化 行政と民間との役割を整理、民間への業務移行 
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F 	 〇財政再建団体とは 

	ク ××一 

現在、北海道タ張市の問題が取り上げられたことで注目を集め

るようになった財政再建団体は、標準財政規模（標準的な状態で

通常収入が見込まれる一般財源の規模（本市は約150億円））の 

20％以上の赤字（本市の場合は約30億円）が発生した市町村に

適用されます。 

財政再建団体になると、国の厳しい監督の下、使用料手数料の

引き上げ、行政サービスの大幅カツトなどによる財政再建を進め

てい＜こととなります。 

〇財政健全化計画推進後の財政試算（普通会計） 
	

（単位：百万円） 

区 	 分 田8決算見込み H 19 H 20 H21 H22 H23 

歳
 

入
 

市 	 税 4,923 5,343 5,444 5,446 5,448 5,449 

地方贈与税・交付金 1,549 1,114 1,116 1,116 1,116 1,116 

地 方 交 付 税 10,393 10,394 10,482 10,417 10,420 10,196 

国 庫 支 出 金 4,520 3,407 3,822 3,861 3,831 3,277 

県 支 出 金 1,131 1,508 1,467 1,373 1,370 1,376 

市 	 債 3,774 2,132 2,820 2,036 1,967 1,034 

そ の 他 歳 入 2,483 2,461 1,697 1,686 1,672 1,664 

歳 	入 	計 28,773 26,359 26,848 25,935 25,823 24,111 

歳
 

出
 

義務的 

経 費 

人件費 4,366 4,182 3,988 3,889 3,765 3,603 

扶助費 4,879 5,088 5,215 5,308 5,405 5,507 

公債費 4,621 4,868 4,864 4,839 4,922 4,828 

13,866 14,138 14,068 14,035 14,091 13,937 

普通建設事業 5,809 3,212 3,910 2,989 2,697 1,104 

物 	件 	費 2,035 1,993 1,691 1,513 1,489 1,410 

維 持 補 修 費 384 436 365 329 316 304 

補 助 費 等 4,071 4,044 3,833 3,805 3,748 3,646 

そ の 他 歳 出 2,920 2,933 2,979 3,005 3,085 3,121 

歳 	出 	計 29,085 26,755 26,847 25,676 25,425 23,523 

歳入歳出差引額 A 312 A 396 1 259 398 588 

累積赤字（黒字）額 A 312 A 708 A 707 A 448 A 50 538 

※各区分ごとの金額は四捨五入しているため、計とはー致しない。 

五所川原市財政健全化計画については、市ホームページに全文を掲載しております。また、閲

覧を希望される方は、市役所4階情報公開コーナーで閲覧に供しております。 

問い合わせ先 財政課 内線453 
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みんなの一票大切に！ 

投票日 

3周⑧国回●精鶴務 TL2F後8時まで 
大切な 1票を棄権しないで、みんなそろつて投票しましよう。 

※投票所における投票または期日前投票所における投票の時は、入場券が届かなかったり紛失してしまった場合

でも、選挙人名簿に登載され選挙権を有している人であれば投票することができます。投票の際は係員に申し

出て＜ださい。 

〇おもな日程 

・3月30日（日） 告示日 	 ・4月7日田 期日前投票及び不在者投票終了 

・3月31日旧）期日前投票及び不在者投票開始 	・4月8日（日）投票日・開票日 

~ 	・4月4日困 郵便等投票請求期限 	 ・4月9日旧）選挙会 

’ 〇投票できる方 

・昭和62年4月9日以前に生まれた方で、平成18年12月29日以前に住民票が作成された方又は転入届をされた方で、 

投票日まで引き続き五所川原市に住所のある方。 

※上記の人が同じ県内の他の市町村に住所を移したときは、 1回に限り引き続き選挙権を有します。 

※平成18年12月30日以降に県内の他の市町村から転入された有権者は、前住所地で投票することになります。この 

場合五所川原市に引き続き住所を有する旨の証明書等を発行してもらい提示しなければなりません。 

〇投票所 

従来の投票所と同じです。なお、転居した方は次のとおりです。 

3月16日囲までに届出した方 → 新しい住所の投票所で投票 
3月17日t日以降に届出した方 → 届出前の住所の投票所で投票 

〇開票・選挙会 

開票場所→五所川原市民体育館 	開票開始時間→午後9時15分（30分前から入場できます） 
選挙会場→五所川原市役所5階会議室 選挙会開始時間→午後 3時 

〇期日前投票 

投票日に仕事・レジャーなどで投票所へいけない見込みの方は、あらかじめ期日前投票を行うことができます。 

〇期日前投票所 

市中央公民館と 2つの各庁舎に設けられます。各対象地区の投票所で投票することになります。 

投 	票 	所 対 象 地 区 

五所川原市中央公民館 3階第 2控室 五所川原地区 

五所川原市金木庁舎 2階第 2会議室 金木地区 

五所川原市市浦庁舎 青森あすなろホール市浦 市浦地区 

※対象者の区分は、 3月19日時点での届出住所となります。 

月
 

〇不在者投票 

・他市町村での投票 

投票IIに仕事や旅行などで五所川原市の投票所へ行けない見込みの方は、あらかじめ他の市町村で不在者投票

を行うことができます。この場合投票用紙等の請求が必要となり滞在先へ送付しますので、お早めに請求してく
ださい。 

・病院、施設等での投票 
都道府県が指定する不在者投票のできる病院、老人ホーム等へ入院中、入所中の方は、病院、老人ホーム等で 

投票できます。 
・郵便等による投票 

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証等をお持ちの方で、かつ一定の障害をお持ちの方と認め 

られ、市選挙管理委員会が発行した郵便等投票証明書が発行されている方は、自宅等で投票することができます。 

・船舶および指定港における投票 

・定の船舶等に乗り組む方で、選挙人名簿登録証明書をお持ちの方は、走行中の船舶内や指定港のある市町村

で投票することができます。 

お問い合わせ先 市選挙管理委員会事務局 TEL35-21 11 内線492'---493 
金 木 庁 舎 TEL53-21 11 内線203 
市 浦 庁 舎 TEL62-21 11 内線15 

一 ー 一 	 ― 
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~ 98.3 

，図 86.8 

I I 96.7 

68.2 31.8 

（月齢） 

4か月 

1歳6か月 

3歳 

（月齢） 

4か月 1加D 

1歳6か月 96.7 

6，セーフティープロモーションについて知っている（五所川原市） 

4‘子どもを自転車に乗せる時ヘルメットを 5．今までに事故の経験をしたことがある（五所川原市） 

かぶせている （1.6歳・3歳児アンケート） 

80% 60% 40% 100% 

94.8 

90.9 

〈五所川原市〉 
（月齢） 

4か月 

1歳6か月 

3歳 

0% 2 

'.7 

20% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

■まい ロいいえ 圏未記入 

23 

t8 " 
 
I 

■ 

〈十和田市〉 
（月齢） 

4か月 

1歳6か月 

3歳 86.5 

92.8 

97.7 

2.6 

2.6 

60% 40% 80% 100% 0% 20% 

〈五所川原市〉 
（月齢）「 

4か月 

■はい ロいいえ 園未記入 

1歳6か月 

3歳 

0% 20% 

〈十和田市〉 
（月齢） 

4か月 

1歳6か月 

3歳 

40% 60% 80% 100% 

2.3 

3.8 

1B 

88s 

3.3 

Z ＜はいの内容＞ × 
・やけど（ポット、アイロン等） 
・転落（階段、ソファー、ベット、車等） 

1.7 ・たばこを飲んだ 
× ’顔やおでこをぶつけて切った等 ノ 

■はい ロいいえ 園未記入 0% 20% 40% 60% 80% 100% 

＊「セーフティープロモーション」とは、子どもの 

健康と命を守るために、個人の努力だけではな＜、 

	 部門や職種を越えた社会全体が協働で、科学的に 

	3.3 評価可能な方法を用いて、事故や外傷を予防する 

'
4.6

という取り組みです。 

■はい ロいいえ 国未記入 

3歳． 	 88.6 	 '4B 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

51.7 48.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

〈五所川原市〉 
（月齢） 

1歳6か月 

3歳 

■はい ロいいえ ■未記入 

0% 20% 

〈十和田市〉 
（月齢） 

1歳6か月 

3歳 

40% 60% 80% 100% 

今回は、 「チャイルドシート、ノ＼ルメツト」等に関する調査結果（調査の概要は、 3月1日号広 
報掲載）を紹介いたします。 
なお、十和田市でも、同様の調査を実施しましたので、問 1 -'4について比較してみました。 

1.チャイルドシートを使用している 	2．チャイルドシー トの正しい装着方法を 	3.ノ、ルメットをかぶることで頭部外傷を予防 
知っている 
	

する効果を知っている（4か月児アンケート） 

イ ＜結 果＞ × 
・問1、問2については、五所川原市、十和田市ともにほぼ同様の結果を示し、チャイルドシートを使

用している割合は、 1歳6か月児で最も多かったで克 しかし、チャイルドシートを使用していない

人も少数みられました。 
・問3、問4については、「はい」と回答した人が、いずれも十和田市が五所川原市を上回っていました。 

この月齢においては、まだ自転車に乗せたことがない人がほとんどであること、地域により自転車の
活用に差がみられることが伺えま克 
・間5については、13.2% -.2O.5％の人が事故を経験しており、内容としては、やけどや転落等未然に
防げる事故が多くみられました。 
・間6については、セーフテイープロモーションの考え方が浸透していないため、ほとんど理解されて

いませんでした。現在、「青森県子どもの外傷予防総合推進事業」のモデル地域となり活動していると
ころですが、今後も、さらに、日々の母子保健活動や広報等で、啓蒙・啓発活動を実施していく必要 

	

××、 があります。 	 ノ 

＊チャイルドシートは正しく装着しなければ効果は半減します。今一度、装着方法を確認してみましよう。 
＊自転車にお子さんを乗せることは危険を伴いますが、子ども用のヘルメットをかぶせることで重症の頭部外 

傷をかなり防げます。 

’現在、青森県では、子どもの自転車ヘルメット着用の効果を促進するため、保護者向けのちらし配布や、自
転車小売店店頭掲示用ポスター作成等を実施し、周知・啓発活動を実施しています。 

健康推進課 TEL 35-2111内線224、保健センター金木 TEL 53-2111 内線154、保健センター市浦 TEL 27-7733 
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国
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
 

署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

不
法
投
棄
は
絶
対
ダ
メ
 

（
仮
称）
五
所
川
原
風
力

発
電
事
業
環
境
影
響
評
価

方
法
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
 

皿
（
6
2)
2
1
1
1
 
内
線
2
0
 

●
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つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

皿
（
3
3)
3
3
7
7
 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
は
、
平
成
1
4年
 

9
月
の
開
館
以
来
、
市
教
育
委
員
会
が

管
理
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
4
月
1
日

か
ら
助
五
所
川
原
市
自
治
振
興
公社
が

管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
料
等
は
従
来
ど

お
り
で
す
が
、
使
用
料
の
納
付
方
法
が

銀
行
納
付
か
ら
ド
ー
ム
窓
口
で
の
納
付

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

回収されたゴミの―部 

市
浦
総
合
支
所
管
内
の
脇
元
牧
場

及
び
古
館
牧
場
に
お
い
て
、
株
式
会
社

日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ド・
サ
 

ー
ビ
ス
が
調
査
・
検討
し
て
い
る
「
（
仮

称
）
五
所
川
原
風
力
発
電
事
業
」
に
関

し
て
環
境
影
響
評
価
の
手
法
等
を
記
載

し
た
「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」
を
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
 

◇
縦
覧
書
類
 
（
仮
称）
五所
川
原
風
力

発
電
事
業
 
環
境
影
響
評
価
方
法
書

◇
縦
覧
場
所
 
市
浦
総
合
支
所
 

◇
縦
覧
期
間
 
4
月
2
日
囲
5
5
月
2
 

日
困
で
閉
庁
日
を
除
く
9
時

、
1
7時
 

森
林
に
は
私
達
の
生
活
を
支
え
る

様
々
な
働
き
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
水

源
と
し
て
の
働
き
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
す
。
昨
年
、
飯
詰
ダ
ム
上
流
部

の
国
有
林
か
ら
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
 

タ
イ
ヤ
な
ど
2
ト
ン
余
も
の
不
法
投
棄

さ
れ
た
「
ご
み
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
部
の
身
勝
手
な不
法
投
棄
が
原
因

で
水
源
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
か
た
は
環
境

対
策
課
ま
た
は
津
軽
森
林
管
理
署
金
木

支
署
ま
で
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

・
l
下
 
旬
 

3
月

胡
知
ら
酢
 

縦
覧
帳
簿
で
 

あ
な
た
の
固
定
資
産
を
 

確
認
し
て
＜
だ
さ
い
貝
 

税
務
課
 
内
線
4
2
2

・
4
2
3
 

金
木
総
合
支
所
税
務
係
 

T
E
L
(5
3)2
1
1
1
 内
線
1
3
6
 

市
浦
総
合
支
所
税務
係
 

T
E
L
(6
2)
21
1
1
 内
線
1
3
 

市
で
は
、
平
成
1
9年
度
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
 

（
以下
、
縦
覧
帳
簿
）
を
次
の
日
程
に

よ
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
 

縦
覧
と
は
、
固
定
資
産
の
課
税

（
固

定
資
産
税
・
都
市計
画
税
）
の
基
礎
と

な
る
価
格
等
を
あ
ら
か
じ
め
所
有
者
に

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
期
間
を
設

け
、
縦
覧
帳
簿
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
 

昨
年
中
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
権
移

転
さ
れ
た
方
、
家
屋
を
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
さ
れ
た
納
税
者
は
縦
覧
し
ま

し
ょ
う
。
 

ご
覧
に
な
り
、
縦
覧
帳
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
 

縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の

交
付
を
受
け
た
日
後
6
0日
ま
で
の
間
に

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の

申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

路
線
価
格
等
の
公
開
も
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
新
築
・
増
築
・
取

壊
し
を
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

◇
縦
覧
期
間
 
4
月
2
日
回
5
5
月
引
 

日
困
 
た
だ
し
、
土
曜
日

・
日
曜
 

日
・
祝
日
は
除
く
。
 

◇
縦
覧
時
間
 
8
時
3
0分
5
1
7時
1
5分

◇
縦
覧
場
所
 

五
所
川
原
地
区
…
税
務
課
資
産
税
係

金
木
地
区
…
金
木
総
合
支
所
税
務
係

市
浦
地
区
…
市
浦
総
合支
所
税
務
係
 

五
所
川
原
地
区の
6
支
所
は

3
月
末
で廃
止
さ
れ
ま
す
 

総
務
課
 

内
線
4
0
7
 

長
年
、
地
域
の
行
政
窓
ロ
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
七
和
支
所
、
長
橋
支
所
、
 

飯
詰
支
所
、
三
好
支
所
、
毘
沙
門
支
所

及
び
梅
沢
支
所
は
、
3
月
3
1日
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
に
伴
い
、
4
月
か
ら
は
各
地
域

の
住
民
協
議
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
 

支
所
で
行
っ
て
き
た
窓
口
業
務
の
一
部

は
各
地
域
の
郵
便
局
で
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

郵
便
局
で
の
取
扱
業
務
、
そ
の
他
こ

れ
ま
で
支
所
が
行
っ
て
い
た
行
政
サ
ー
 

ビ
ス
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

広
報
3
月
1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
 

未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
・2
1
2
・
2
1
3
 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か

ら
2
年
を
経
過
す
る
と
、時
効
に
よ
り

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

未
納
期
間
が
あ
る
と
将
来
受
け
る
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万
一
の
ケ
ガ
や

病
気
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、
あ
る
い

は
子
の
あ
る
妻
や
子
を
残
し
て
一
家
を

支
え
る
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
未
納
が
な
い
か
お
手
元

の
納
付
書
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
金
融
機
関
、
 

郵
便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
の
ほ
か
、
 

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

ま
た
、
納
め
る
方
法
と
し
て
ロ
座
振

替
が
便
利
で
す
。
毎
月
納
め
る
場
合
、
 

翌
月
末
の
引
き
落
と
し
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ロ
座
振
替
の
早
割
制
度
で
当
月

末
引
き
落
と
し
に
す
る
と
、
毎
月
5
0円

割
引
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
お
得
な
 

1
年
ま
た
は
6
か
月
分
の
前
納
制
度
も

あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
 

（
皿0
1
7
2

1
2
71

l
m
m
8
）
ま

で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 



命
国
骨
回
シ
 

ー
 

×
 

へ
 

『
、
、
  ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
 

「
「地
震聖
一
輪
 

火
事
オ
ヤ
ジ
」
 

五
所
川
原
市
少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集
貝
 

事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）
 

皿
（
3
5)
6
0
5
6
 

各
種
技
能
講
習
会
 

社
西
北
労
働
基
準
協
会
 

皿
（

3
5)6
3
3
6
 

4月2日（月）は 

介護保険料第 9 期の
納期限です。 

忘れずに 
納めましよう。 

介護福祉課内線271 --276 収納課内線431 ---439 

国民健康保険税第 9 期

の納期限です。 

忘れずに 
納めましよう。 

五所川原市管内2月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

平成18年度統一標語 

“消さないで あなたの心の 注意の火” 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部B35-2019（内）25番 

救 
月別 

急 
累計 

救 
月別 

助 
累計 区分月奇貨計 

平成18年 	2 4 227 372 1 2 
平成17年 	2 5 165 356 4 7 
比 	較 	0 △1 62 16 △ 3 △ 5 

五
所
川

原
市

消
防

団
 

消
防
本
部
警
防
課
 

皿

（3
5)
20
1
9
 
内
線
2
8
 

消
防
団
を
題
材
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
」
が

オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
公
演
さ
れ
ま
す
。
 

消
防
団
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市

民
の
皆
様
に
も
消
防
団
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
「消
防
団
に
入

団
し
た
い
け
れ
ど
、ど
う
い
う
活
動
を

し
て
い
る
の
？
」
な
ど
お
考
え
の
方
は

ぜ
ひ
、
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
 

当
発
明
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
1
9年
度

の
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も

達
が
「
も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
や

伽
意
工
夫
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
」
を
学
 
 び

「
科
学
す
る
心
」
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

●

活
動
期
日
 
4
月
、
2
0年
3
月
の
毎
 

月
第
1
・
3
土
曜
日
 

五
所
川
原
市
職
業
能
力
開
発
校
 

◇
対
象
 
市
内
在
住
の
小
学
3
年
生
5
 

中
学
2
年
生
 

◇
費
用
 
年
会
費
3
0
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
4
月
1
0日
因
 

※
そ
の
他
、
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。
 

「
親子
リ
ズ
ム
体
験
会
ノ

参
加
者
募
集
（
無

料
）
 

新
日
本
婦
人
の
会
 

皿

（3
4)
3
9
9
9
 工
藤
 

凪
（
3
5)
2
4
2
6
 
三
橋
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

◇
内
容
 
リ
ズ
ム
遊
び
、
手
遊
び
、
絵

本
な
ど

（
途
中
で
水
分
補
給あ
り
・
・
・

水
分
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
 

◇
対
象
 
3
カ
月
5
就
学
前
児
童
 

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
。
 

運
動
で
き
る
服
装
。
上
履
は
不
用
。
 

※
当
会
は
毎
週
火
曜
日
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
 

ノ
 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
 

最
大
荷
重
1
トン
以
上の
連
転
業
務
 

●

4
月
3
日
因
5
6
日
囲

（4
日
間
）
 

8
時
4
0分

、
1
8時

（た
だ
し
大
特
免

許
所
有
者
は
2
日
間
だ
け
の
受
講
）
 

◇
受
講
資
格
 
大特
、
大
型
・
普
通
自

動
車
免
許
の
所
有
者
 

◇
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
 

①
大
型
・
普
通
自
動
車
免
許
の
所
有
 

者
 

3
1
4
7
0
円
 

②
大
特
自
動
車
（カ
タ
ピ
ラ
限
定
付
 

き
を
除
く
）
免
許
の
所
有
者
 

1
3
4
7
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
2
7日
因
か
定
員
5
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

つ
り
上
げ荷
重
1
トン
以
上の
玉
掛
業
務
 

●

4
月
9
日
回
、
1
1日
困

（3
日
間
）
 

9
時

、
1
7時
 

※
資
格
や
経
験
に
よ
る
受
講
の
一
部
免

除
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
協
会
ま
で
。
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方

（
女

性
の
方
歓
迎
）
 

◇
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
 

免
除
な
し
 

N
N
O
O
O
円

受
講
一
部
免
除
 1
9
o
o
o
円

◇
申
込
締
切
 
4
月
3
日
因
か
定
員
5
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

×
 小

さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
 

ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
よ
「つ
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

皿
（
5
3)2
1
1
1
 内
線
3
1
3
 

ス
ポ
ー
ッ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
 

ッ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地

域
活
動
等
を
行
う
5
名
以
上
の
グ
ル
ー
 

プ
の
皆
様
や
指
導
者
の
方
々
が
、
安
心

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
傷
害
保
険

と
賠
償
責
任
保
険
及
び
共
済
見
舞
金
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
補
償
制
度
で
す
。
 

◇
保
険
期
間
 
4
月
1
日
目
5
2
0年
3
 

月
3
1日
月
 

※
現
在
受
付
中
。
4
月
1
日
以
降
に
掛

金
を
振
り
込
ん
だ
場
合
、
保
険
の
効

力
発
生
が
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

◇
掛
金
 

・

中
学
生
以
下
、
成
人
の
文
化
活
動
団

体
…
5
o
o
円
 

・

老
人
ク
ラ
ブ
団
体

…
8
0
0
円
 

・

成
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
団
体
 

…
1
5
o
o
円
 

◇
補
償
金
 

・

入
院
1
日
に
つ
き

・
・4
0
0
0
円

※
老
入
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
8
0
0
円
 

・

通
院
1
日
に
つ
き

・
・1
5
o
o
円

※
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
0
0
0
円

◇
問
い
合
わ
せ
先
 
ス
ポ
ー
ッ
安
全
協

会
青
森
県
支
部
皿
m
(
78
2
)6
9
 

8
4
ま
た
は
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
 

ょ
う
か
。
 

「
一
人
ぼ
っち
の
お
母
さ
ん
を
な
く
そ
 

現
在
、
「あ
な
た
と
大
切
な
家
族
を
 

う
」
と
お
母
さ
ん
同
士
が
交
流
す
る
活

災
害
か
ら
守
る
消
防
団
」
で
は
、
新
規
 

動
を
始
め
て
1
4年
に
な
り
ま
す
。
親
子

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
 
で

体
を
動
か
し
、
 一
緒
に
楽
し
く
遊
ん

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
て
興
味
を
持
た
 
で

み
ま
せ
ん
か
。
 

れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
3
月
2
7日
因
 
1
0時
5
1
2時
 

玉 

掛 

け 

。
v
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月 3.19 

火 
金 木 

3.20 

木 3.22 

金 3.23 

月 喜良市 

3.27 火
水
 

3.28 

3,29 嘉 瀬 

3.26 

木 

対 象 地 区 月日 曜 
3.16 金 

3.30 金 

平成19年度 

命9 

×
申告相談日程表（期限後り 

五所川原地区 
相談会場：五所川原市役所本庁舎 3F 第4会議室（内線584) 
受付時間】9時～12時、13時～16時 

月日 曜 対 象 地 区・区 域 

3.16 金 三好・中川 

3.19 月 飯詰・毘沙門 

3.20 火 七和・梅沢 

3.22 木 松島 

3.23 金 栄 

3.26 月 長橋 

3.27 火
  

鎌谷町・烏森・下り枝・八重菊・一ッ谷・布屋町
弥生町・松島町・湊・田町 

3.28 水
  

川端町・本町・東町・大町・旭町・上平井町・小曲・田川 
岩木町・中平井町・寺町‘柏原町・錦町・幾島町 
末広町・蘇鉄・芭蕉 

3.29 木
  

敷島町・雛田・下平井町・幾世森・新宮町・新宮岡田 

新宮松元・長橋橋元・若葉・長橋広野（一番～十番） 

3.30 金 栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新町・柳町・湊団地 

問い合わせ 税務課市民税係 TEL 35-2111 内線424 -' 426 

金木地区 
相談会場】金木総合支所 税務係 
受付時間】9時～12時、13時～16時 

問い合わせ金木総合支所税務係皿53-2111 内線 137   

市浦地区 
相談会場】市浦総合支所 税務係 
受付時間】9時～12時、13時～16時 

月日 曜 対 象 地 区 

3.16 金 
太田・桂川 

3.19 月 

3.20 火 
脇 元 

3.22 木 
3.23 金 

磯 松 
3.26 月 

3.27 火 
十 三 

3.28 水 

3.29 木 
相 内 

3.30 金 

問い合わせ市浦総合支所税務係1EL62-2111 内線65・66 

棚鳳命宮局笥国圏算陽 

商工観光課

内線 386 

平成19年金木桜

まつり敷地割り当

てについて次のと

おり実施します。 

日時 4月13日囲 9時～11時（新規者は従来か 

らの申請者後の受付けとなります） 

場所 金木自然休養村管理センター（芦野公園内） 

持参するもの 

①芦野公園敷地使用申請書（自筆記名捺印） 

②申請者の住民票抄本（ 1通） 

③敷地使用料及び水道料（食品関係者） 

④名義を変更する場合 

従来の店主と継続者が同一家族の場合・・・住民票

謄本（ 1通）、それ以外の場合…従来店主から

の委任状と住民票抄本（2人分） 

※まつりの会期は4月29日～5月6日（8日間）。 

その他、注意事項など詳しくは商工観光課までお

問い合わせください。 

五所川原市立高等看護学院 TEL 34-27巧 

◇職種及び採用予定人員 専任教員2名 

◇受験資格 昭和42年4月2日以降に生まれ、次の 

いずれかに該当する方 

・保健師、助産師または看護師としてーつの業務

に3年以上従事した方で、大学において教育に

関する科目を履修した方 

・保健師、助産師または看護師として5年以上業

務に従事した方で、専任教員として必要な研修

を受けた方 

・保健師、助産師または看護師として5年以上業 

務に従事した方で、採用後専任教員として必要 

な研修を受けることができる方 

◇試験日時 4月I0日因 10時30分 

◇試験会場 五所川原市立高等看護学院会議室 

◇試験方法 作文、面接及び書類審査 

◇受験申込期限 3月30日囲 

※受験申込みの「提出書類」「受付 

期間」等、詳細は高等看護学院 

へお間い合わせください。 

※ 4月 2日（月）以降は、全地区について、税務係内で申告相談を受付します。窓口の混雑が予想されますので、なるべく
上記の日程においでくださるようお願いします。 

五所川原市役所 B35一2111 	平成19年3月15k1 10 



平成 19年度 勤労青少年ホーム 

「くらしと趣味の教室」講座案内 

前期受講生募鯛腿 
●対象 五所川原市内に住所を有する方、または、勤務

先がある方なら年齢・性別を問わず、どなたでも受講

出来ます。 募集人員各講座15人。 

●時間 18時30分～20時30分 毎週 1 回 計9回実施

※受講無料ですが講座内容により教材費のあるものもあ

りますので、勤労青少年ホームにお間い合わせください。 

●申込締切日 前期4 月20日囲 

●申込先 五所川原市勤労青少年ホーム TEL34-3602 

講 	座 
（教室）名 

案 	 内 
期 間 
（前期） 

講師名 

はがき絵 
受け取る人の笑顔を想いな
がら、心のこもったはがき
絵を書いてみませんか。 

5/8 '-j 7/3 
因 

角田早津子 

陶 	芸 
土に親しみ自分だけのオリ
ジナル作品を作りませんか。 

5/9 -- 7/4 
困 

秋元雅博 

茶 	道 
堅苦しいと思っていませんか？
先生とテイータイムを楽しんで
みてはいかがでしよう。 

5/9 -, 7/4 
困 

一戸次江 

手編み 
おしゃべりしながら楽しく
手編みの作品を作ります。 

5/9 -- 7/4 
困 

島村恵美子 

生け花 
古風にもモダンにも生活空
間に合わせて活けてみてく
ださい。 

シ10~ 
7/5困 斎藤啓子 

筆ペン字 
香典やのし袋など・・・日常生

活に大いに役立ちます。 
シ10~ 
7/5(*) 角田早津子 

着組
 
付

ひ
 
け

も
 

初歩から訪問着までの着付け
を楽しく学びながら着物の良
さを知ることができます。 

5/11 - 
7/ 6団 鶴谷公美子 

4月2日から米・大豆の 
加入手続きが始まります！ 

～品目横断的経営安定対策～ 

■対象農業者 「意欲と能力のある担い手」 

認定農家（ 4 ha以上） 

特定農業団体等（2Oha以上） 

※経営規模要件には、中山間地域の地域特例

や所得水準の所得特例等がありますので、 

関係機関にご相談ください。 

■対象農産物 

生産条件不利補正対策（麦・大豆） 

収入減少影響緩和対策（米・麦・大豆） 

■加入手続き 

米・大豆作付者 4月 2日～7月 2日 

加入・相談窓口 青森農政事務所 地域第3課 

（五所川原庁舎）TEL35-2 138 
相談窓口 青森農政事務所 五所川原統計・情 

報センター TEL35-6060 
そのほか、市町村・農協・担い手支援協議会 

五所川原市農業委員会より 
お詫びと訂正 

3月 1日付け発行の「ごしよがわらし農業委員

会だより」第12号、p4の『平成19年度農作業労

働賃金等標準額・標準小作料のお知らせ』欄で間

違いがございました。お詫びするとともに訂正い

たします。 

〔訂正個所〕標準小作料の樹園地（りんご）で

五所川原地区を「2,0000」と表記しましたが、 

120,000」に訂正します。 

m…＝ 

カレテンシアからのお知らせ 
ふるさと交流圏民センター TEL 33-2111 

平成19年度 特別公演 

怪談 牡丹燈寵 
5月31日困 昼の部13時開演 夜の部18時開演

オルテンシア 大ホール 

江戸を離れて幽霊からもらった金を元手に大店にお

さまっている伴蔵夫婦、そして変わり果てたお国と源

次郎。色と欲が絡んで更に因果話は続く・・・ 

チケット S席 6,000円 A席 5,000円 

チケット前売 オルテンシア 

ELMインフォメーション 
	

TEL33-6275 
イオン柏総合サービスカウンター TEL25-3450 
中三本店一階案内所 
	

TELO 17-777-3 131 
中三弘前店一階案内所 
	

TELO172-34-3131 
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健 康 推 進 課 B35-2 1 11（内線223・224・225) 
保健センター金木 B53-2 1 11（内線154・155・156) 
保健センター市浦 B27-77 33 

五所川原而麟苦改善推進員細  
~ 

～地場産品を使ったおやつに 

1 人分 	31 3Kcal 塩分0.5g 

■材料（ 4人分） 

おから 	 lOOg 	りんご 	2 個 

はちみつ 	大さじ3 	（あれば紅玉） 

パイ生地（冷凍）・・・ 1 枚 	バター 	25g 

■作り方 
①おからは色づ＜まで乾煎りし、はちみつで味付け

し広げて冷ます。 
②りんごは8つに割って芯を取り、バターでソテー 
して焼き色をつける。 

③パイ生地をー回り大きくのばし、天板にオーブン
シートを敷いて載せる。その上におからを広げて
②のりんごを並べる。（この時、パイ生地の縁を折
ると見栄えが良い） 

④2 20 '-240Cのオーブンで20-25分焼＜。 

＊おからを敷＜事によってりんごの水分を吸収し、パイ

生地が湿らずにパリツと美味しく仕上がります。また、 

食物繊維も摂取できます。 

青森のりんごをたっぷり使ったパイをいただきましよう。 

塩分0.5g 

ぐ 健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が相

談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

市 浦 
磯松公民館 3月20日因 10: 00--'!! :00 
桂川集会所 3月20日因 13: 30-14 :30 

く母と子の相談日（工ソゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや悩 

みを話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利用も 
可能ですので、お気軽においでください。 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

日 	時 実施場所 内 	容 

4 月4日困・18日困 

10 : 00-12 : 00 保健センター ・各月齢での成長（身体 
13: OO--'15 :00 

※ 8日午後は予約相談 
五所川原 計測）・発達の確認、 

※子育てサロン同時開催 育児、遊び、栄養（離 

4 月26日困 保健センター 乳食）の相談 

10 : 00-12 : 00 金木 ・子育て等に関する勉強 

会、情報交換 4月25日困 保健センター 

10 : 00--12 : 00 市浦 

く  乳 幼 児 健 診 ） 
◆内 

身体計測、発達相談、離乳食試食（4 か月児）等 
◆受付時間・・・12:15-12:30 
◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4 か月児健診 
4月10日
因 

保健センター 
五所川原 

平成18年11月生まれ 

1 歳 6 か月児
健診 

4 月24日
因 

保健センター 
五所川原 

平成17年10月生まれ 

*3歳児健診については、対象年齢調整のため 6 月から実施し
ます。また、事前にアンケート記入等がありますので、対象
者へ個別に通知いたします。 

＊平成19年度から乳幼児健診は、実施場所が 1 カ所になります。 
対象児は、生年月日が基本となりますが、毎月実施していま
すので、健診に来られない場合等にはご連絡ください。 

＊駐車場が混雑しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

（献血のご案内（バス巡回）) 
期 日 時 	間 場 	所 

4 月 5日困 

9 	: 30--.-I1 :30 金山 昭和館 

13 : 00-14 :30 五所川原消防署 

15 : 00'-16 : 00 白生会胃腸病院 

救急医療当番医 
月 	日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話 

3 月21日 水 田辺胃腸科外科医院 旭町40- 1 35一6355 
3月25日 日 畑槻科7レ Iげ科内躯院 一ッ谷549- 7 34一5611 
4 月 1 日 日 っしまクリニック 下り枝 2-1 38- 3456 

※1. 対応時間（電話で確認） 9時から17時まで 
※2. その他、消防署（救急病院紹介電話34-4999）でも紹介

します。 

＠命 T L 姦i  

ポリオ（小児マヒ）予防接種のお知らせ 
★対象年齢…生後3 -90か月未満の市内こ住所を有する乳幼児 

対象地区 接種日 実施場所／受付時間 

松島地区、長橋、みどり町、 
毘沙門、長富、中川 

4 月6日囲 

保健センター五所川原 

12:30-12:45 
南小学区、三好、七和、飯詰 4 月13日囲 

五小学区、松島町、梅沢 4 月20日働 

栄 4 月27日囲 

金 	木 4 月19日困 
保健センター金木 

13:00- 13:30 

市 	浦 4 月11日困 
保健センター市浦 

12:45-' 13:00 
★持参するもの・・・母子手帳と記入した予診票（白色）をお持ち

ください。 
【注意事項】 
①お子様の体調はいいですか。対象地区の日に接種できなくて

も他の地区でも接種可能です。当日はお子さんの健康状態を
よく知っている方がお連れください。 

②ほかの予防接種との接種間隔は大丈夫ですか。事前に予防接
種説明書をよく読んでおきましょう。 

③保健センター五所川原の駐車場が狭いので、市役所駐車場を
ご利用ください。 

④次回は 9 月実施予定です。 
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